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-※書き損じハガキ・未使用切手やハガキを集めています！-

フィリピン台風２１号、

　フィリピン中部を通過した犬型台風21リの影響により、

アルバイ州州都レガスピ市などのマヨン山周辺地域で発生

した泥流被害は2006年12月１目時点で死者198人、行方

不明260人を数えました(国防省発表)。さらに多数が埋ま

っている状況の模様であり、現場はぬかるみ、救出活動は

難航していました。 ＡＭＤＡでは、１日夕刻、緊急医療救援

の開始を決定しました。

　同国に会議で滞在中であった､AMDAインドネシア支部

長のDr.Tanra（マカッサル大学医学部教授）が、医療調整

業務にあたり、同じく会議に出席していたAMDAインド

ネシア支部医師Dr.Ade Bangsawan を派遣しました。本部

からは､本年のジャワ島中部地震緊急救援に赴任した館野

緊急救援担当職員が、２日マニラに向け出発しました。こ

うしてAMDAフィリピン支部の受け入れのもと、ＡＭＤＡ

多国籍医師団（第一次派遣チーム）を編成しました。

　派遣者からは、レガスピ市では、近接する都市ナガ方面

への道路が寸断され、海路の復旧も遅れていることから、

陸の孤島と化している模様｡家屋を失い避難民となった住

民は15万人以上と見られており、飲料水、浄水剤、米、魚

缶詰等といった食料品や消耗品、また医薬品やマットレ

ス、テントなどの仮設住宅関連物品が緊急に必要であり、

特に米の不足が深刻｡多くの遺体が身元判別が難しく埋葬

できない状態にある、との報告が入りました。

　　　AMDA多国籍医師団（第一次派遣チーム）

館野　和之（Mr.）本部職員

近持雄一郎（Mr.）調整員

　（他の業務の為マニラに滞在中、調整業務にあたり３日に帰国）

HusniA.Tanra（Dr.）麻酔科医師　AMDAインドネシア

　支部　ハサヌディン大学医学部麻酔科科長

Ade Bangsawan （Dr.）麻酔科医師　ＡＭＤＡインドネシ

　ア支部ハサヌディン大学医学部麻酔科）

Socratess Manual （Dr.）内科　AMDAフィリピン支部

Danilo Bumanglay （Dr.）内科　ＡＭＤＡフィリピン支部

Jose villaflor（Mr.）建築専門家

　フィリピン・アシジの聖フランシスコ・デフ・センター

　３目、AMDA多国籍医師団（第-次派遣チーム）はビラ

モア空軍基地､空軍カーゴに同乗して、レガスピ巾に入り

ました。その後、最大の被災地とされるルソン島南部のア

ルバイ州ダラガ村に入り、医薬品などの調達および同州医

師会との調整を行ないました。

　５日、フィリピン医師会の協力の下、アルバイ州知事よ

り認可を得て、医療支援活動を開始しました。レガスピ市

及び周辺には４軒の病院があるが、-病院のみが機能して

いるとのことでした｡第一次チームはこの唯一機能してい

る病院（Ludovice General Hospital）に拠点を置き、車両

によるカムリン（Cammng）村巡回診療と同病院での診察

を行なっています。患者160人の治療にあたりました。傷

の処理に加えて､肺炎など呼吸器系疾患の症状を訴える患

者が多く見られました。

【現地事業実施協力団体】

　フィリピン医師会

　フィリピン･アシジの聖フランシスコ･デフ・センター

　KPAC（金光教平和活動センター）

　現地では水道、電気、ガスはストップした状態が続き、

死者543人、負傷者1861人、不明者740人にのぼっていま

す（国家災害調整委員会（NDCC）12/6発表）。この被

災状況を鑑み、本部とフィリピン・マレーシア・インドネ

シア各支部によるＡＭＤＡ多国籍医師団（第二次派遣チー

ム）の編成を調整中で、日本から渡浅美英看護師の派遣を

決定しました。

　また、アルバイ州知事からの要請により、道路が寸断さ

れた遠隔地へのヘリコプターを利用した巡回診療を検討し

ています。

　　　　　　　募金のお願い

皆様からの募金で緊急救援は支えられています

郵便振替口座番号01250-2-40709

　　　　　口座名　「AMDA」

＊通信欄に「フィリピン台風」とご記入下さい
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謹賀新年

ＡＭＤＡ設立25周年にむけて

　　　　　AMDA代表　菅波　茂

会員の皆様、ご支援者の皆様方のご多幸をお祈り申し上げます

　2006年7月にジュネーブで開催され

た国連経済社会理事会総会でＡＭＤＡ

に総合協議資格が認められました。

　国連経済社会理事会に所属する各国

連機関（国連難民高等弁務官事務所、

ユニセフ､ユネスコ､国連開発計画､国

連ボランティア､世界食糧計画､等々）

が世界の市民の声を聞く時に誰の声を

開くのか。その資格です。

　世界で137番目、国内では４番目で

す｡赤十字国際委員会やケアーインタ

ーナショナル､MSFなど世界規模で活

躍している団体と同等の資格です。

　私個人としては35年､ＡＭＤＡを1984

年に設立して22年目になります｡岡山

に本部を置き、アジア、アフリカそし

て中南米など29ケ国に支部をもつ国

連NGOとして、社会開発事業、災害

時等緊急医療支援事業の拡充をしてき

ました結果として得た資格です。

　ＡＭＤＡを支えてドさっている皆様

に報告できる喜びをしみじみと感じて

います。本当に有難うございました。

ら日本経済は悪くなることを大前提に

しました｡それでもＡＭＤＡとして世界

的規模の活動を維持するためにはどう

したらいいのか｡活動に必要な国際ネ

ットワークの拡充は続けますが､活動

維持体制の大胆なスリム化は不可欠な

のです。

１）ＡＭＤＡを支えてくださっている人

　　達の想いをもっと「世界の弱者支

　　提のプログラム」に生かすこと。

２）ＡＭＤＡの形成した資産を次世代の

　　教育に寄与すること。

3）国連における政策提言実施体制を

　　推進すること。

4）世界規模でAMDA活動支援体制を

　　推進すること。

5）AMDAのスタッフの意欲と能力開

　　発を推進すること。

　世界中の他人からの支援を必要とす

る弱者のためにＡＭＤＡは活動をして

きました。大いに喜ばれました。感謝

されました｡これはAMDAスタッフの

誇りです。しかし、振り返る時期が来

ました｡誰がＡＭＤＡの活動を支えて来

て下さったのか｡具体的には､「誰が時

間を提供してくれたのか､誰が資金を

提供してくれたのか､誰が個人的人間

関係を提供してくれたのか］を。忘恩

の徒に将来はありません。上記の３点

を体系的に見直しをすることによっ

て､ＡＭＤＡ設立25周年に向かって3ケ

年計画を実施したいと思っています。

　まずAMDA25周年記念資料準備室

を立ち上げました｡誰がAMDAを支え

て下さったのか｡徹底的に資料として

検討していく予定です。

　同時に2007年４月からAMDAの抜

本的組織改革を実施する予定です。ド

記の5つの視点からの3ケ年計画です。

組織改革には日本の経済の方向性も加

味しています。日本経済は悪くなるの

か良くなるのか。「最悪を想定して最

善を尽くす」という危機管理的視点か

　各項目ごとに具体的に方針を説明し

ます。

　１)ＡＭＤＡを支えて下さっている人

達の想いをもっと｢世界の弱者支援の

プログラムに生かすこと。

　ＡＭＤＡの活動資金には大きく分類

して2つあります。不特定多数の方々

の税金です｡そして特定少数の方々の

募金です｡税金使用に対しては納税者

の立場からの気持ちをどう生かすの

か。募金に対してはどうなのか。税金

は外務省や国際協力事業団からの補助

事業や委託事業実施の形式になりま

す｡税金を使った事業実施するユニッ

トと募金に支えられたユニットを別組

織にします｡前者を｢ＡＭＤＡ社会開発

機構｣として別法人として独立させま

す。世界のどの組織でも通用する｢貧

困対策に関する援助のプロフェッショ

ナル｣の養成とそれにふさわしい事業

内容を展開することが目的です。

　ＡＭＤＡが一一番反省しなければいけ

ないのが募金を下さる特定少数の方々

とのコミュニケーションがあまりにも

少なかったことです。従来のNPO法

人アムダはそれに特化します。

　2)AMDAの形成した資産を次世代

の教育に寄与すること｡NPO法人アム

ダの大きな役割になると思います｡現

在の教育関係団体での講演や講義はそ

の代表例です｡今後は大学との効果あ

る連携を強化します。

　ＡＭＤＡの形成した国際ネットワー

クは海外フィールドの場も含めて支援

者の方々による公共財産と考えていま

す｡ＡＭＤＡの提供できる大学生の海外

教育プログラムは他の追随を許さない

内容と自負しています。

　3）国連における政策推占実施体制

を推進すること。これまでの活動実績

をもとに培ってきた世界平和推進のた

めの政策提言を行っていきます。

　4）世界規模でＡＭＤＡ活動支援体制

を推進すること。社会開発事業と２本

柱で実施してきた緊急救援事業は

NPO法人アムダで今後も行っていき

ます｡これまで以ＬにＡＭＤＡ多国籍医

師団のネットワークであるＡＭＤＡ海

外支部間の連携を強化していきます。

　５）ＡＭＤＡのスタッフの意欲と能力

開発を推進すること。 NPO法人アムダ

は徹底的に支える側としての意欲と能

力を開発します。誰を支えるのか。

「ＡＭＤＡの理念にもとづいた活動に時

間を提供される、資金を提供される、

個人的人間関係を提供される人達］で

す。その人達の想いと、その想いを実

施してくれる人達を支える役割です。

従来､AMDAには胆の中の役に立ちた

い想いをＡＭＤＡの場で実現させたい

人達がＡＭＤＡのスタッフとして活動

してきました。自分かちのための

ＡＭＤＡでした。それは終わりです。人

の想いを実現させる意欲と能力を持っ

た人を育てる。そして世の中に貢献す

る。これがNPO法人アムダの2007年

からの３ケ年計画の真骨頂です。組織

のあり方の完全なる変換になります。

　国連経済社会理事会総合協議資格取

得をもってＡＭＤＡの歴史的なターニ

ングポイントとします。

　ＡＭＤＡグループとして、「多様性の

共存」の理念のもとに、それぞれの団

体が独自性を発揮しながら活動を展開

する予定です｡それに伴い広報方法も

多種多様となると思います。

　本年も皆様の温かいご理解とご支援

をよろしくお願い申し上げます。

2　/tMZMおlma1 2θθ7j



インドネシア

インドネシア・アチェ津波復興支援プロジェクト

【はじめに】

　2004年12月26出二起きだ歴史に

残る大自然災害”スマトラ沖地震･津

波被害。その激しい爪跡残るパンダ・

アチエで支援活動を開始した2004年

12月28目より、早くも二年以上が経

過した。時間が過ぎると共に、国際社

会の関心も薄れていくジレンマを抱え

ながら、アチエは二年間の復興過程を

経てようやくここまで再建されたが、

完全な復興まで吏なる年数を要するこ

とは言うまでもない｡また30年間に及

ぶ内戦が津波後の2005年８月15日に

終焉を向え、今後‘復興’のみならず、

より長期的な視野に基づぐ開発’が

重要となっていくことは､アチエで活

動を続ける人道支援機関に

とっても、共通の認識とな

っている。

　『救援、復興、開発』とい

う目的を途切れることなく

設定するため汗今の現場の

ニーズは何か」「今の現場

に適した支援は何か」「今

の現場を取り巻く環境はど

のようなものか｡」という視

点を持ち続けながら、二年

間に及び実施してきた

AMDAのアチェ復興支援事

業。今後三年目への明確な

目標に向けた総括という意

義のﾄﾞ、これまでのプログ

ラムを『支援の目的とフェ

ーズ』別に紹介させていた

だきたい。

津波震災後の支援として

【2004年12月～2005年３

月：緊急救援フェーズ】

　アチェは紛争地域である

という政治的な理由から、

インドネシア政府により設

定された、津波被災後から

３ヶ月間の緊急救援フェー

ズ。

AMDAインドネシア　金山　夏子

○アチエ州立ザイナル･アビディン病　　活動を実施等）

院内診療、ケタパン仮設診療所開設、

及び巡回診療の実施：

(直接押益者数　12､263名)

　病院内では他の支援団体と協調し、

ＡＭＤＡはICUを担当。またフィールド

では、津波による負傷者のみならず、

震災により医療施設が崩壊したため、

通常の医療サービスを受けることが出

来なくなった慢性疾患の患者も多く診

療する。また､他機関からの協力を得、

他地域で多岐に渡る救援活動を実施。

(UNICEFの麻疹ワクチン接種活動に

参加､国連やインドネシア国軍のロジ

スティック支援を受け､慢性的な医療

過疎地であった遠方の被災地でも医療

仮設診療所での診療（緊急支援活動）

アチエ州立ザイナル・アビディン病院支援

○移動図書館:(直接稗益者数1､543名)

　津波からニケ月後以降､避難所での

生活を続ける児童らに対し､心のケア

活動の一環として､移動図書館や日本

の小学校の児童らと絵画や手紙の交換

を行う。

【2005年4月～2006月７月：復興支援

フェーズ|】

　インドネシア政府から承認を得た人

道機関のみが､継続して長期支援活動

が実施できるようになる｡ＡＭＤＡは災

害直後に必要とされた復興支援活動と

して、医療機関・医学部生・小中高等

　　　　学校・避難所のコミュニティ

－を対象に、各々の役割とニ

ーズに合わせた支援活動を実

施する。

＊医療機関支援

○医療機関緊急対応研修

(HOPE):(2005年８月　州

内12県から35名参加)

　アチエ州保健吉を含む医療

機関との協議の中で、津波の

経験に基づき、自然災害等の

緊急時には組織マネージメン

ト能力や関連機関間における

コーディネーション能力が最

も重要であること、そしてそ

の能力向上がアチエでは必要

との指摘が多く聞かれた。

ＡＭＤＡはその声に基づき、緊

急時における病院内、また医

療機関間におけるコーディネ

！－ション・スキル向上を目的

とした研修（HOPE: Hospital

？Preparedness for Emergency）

を実施。アチエ州及び県保健
ｌ省や州・県立病院の関係者ら
|

が参加した。

○救急医療資格取得研修

(ATLS):(2005年９月　州

内12県から35名参加)

　アチエの地元の医師らが

AMDAに訴えたこと、それは

Åﾙﾀﾞ7)り4j∂z4rnα12θa7.j　3
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インドネシア

　　　　　　　　　　緊急医療資格取得研修

津波が起き九時､自分に何かできるの

かが分からなかったという後悔の思

い。いかなる緊急時にも備え、救急医

療の技術を向上させるため､国際緊急

医療資格取得研修（ATLS: Advanced

Training of Hfe Support）を実施した。

○麻酔科医師派遣支援:

(2005年６月～2006年２月　直接・間

接稗益者数合計　3､400名)

　アチエ州保健省及び州立病院との協

議の中で､アチエの医療機関が抱える

大きな問題として､麻酔科医師がアチ

エ州で一名しかおらず､手術を行なう

Lでの専門医の不足が訴えられた。こ

れに対応するためＡＭＤＡインドネシ

ア支部と協力し､マカッサルから即戦

力となる麻酔科医師５名、日本人麻酔

科医師１名の計６名を派遣した。

○看護師派遣研修支援:

(2005年７月～2006年５月　直接・間

接稗益者数合計　21､036名)

　アチエ州立病院では津波により多く

の看護帥を亡くしため､専門のスキル

を有する看護師が不足していた。この

問題を受け､ＡＭＤＡインドネシア支部

と協力し､アチエ州立病院のERとICU

に所属する看護帥をマカッサルのワヒ

ディン病院へ派遣し､講習と共に同病

院内での医療業務にも従事しながら実

務経験を積む研修を実施した。

＊国立シャークアラ大学医学部生支援

○救急医療研修:（2005年７月　研修

参加医学部生数　60名）

　同大学では緊急医療に関する講義が
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REACH（衛生教育の時間）

開始されて間もなく、実技研修に必要

なマネキン等も州茫病院から借りなけ

ればならない状況にあった。また何よ

りも、被災者として津波を経験した医

学部生らが救急処置修得の重要性を痛

感汀緊急時に役立つ､より実務的な知

識と技術を身に付けたい」という彼ら

の要望に応えるため、自然災害地や紛

争地へAMDAインドネシア支部から

派遣されてきた実務経験豊かな指導陣

により、救急医療研修を実施した。

Ｏ保健医療研修:（2005年８月　研修

参加医学部生　60名）

　同大学では保健衛生を専門にした教

授陣が不足しており、学生を教育する

上で講義内容や陣容が十分でないとい

う点が問題視されていた｡津波災害か

ら時間が経過し､避難所生活の長期化

により深刻化する保健衛生問題に対処

するため、また保健衛生問題は緊急時

における二次災害として位置づけこの

保健医療研修を実施した。

＊学校訪問教室

○救急医療教室:（2005年９月～2006

年３月　直接稗益者数　1､814名）

　救急医療研修を受講した医学部生ら

がトレーナーとして地元の高等学校を

訪問し、自然災害に関する学習と、そ

れに対応するための応急処置トレーニ

ングを実施した。

Ｏ保健医療教室:(2005年10月～2006

年､３月　直接稗益者数　740名)

　先の救急医療教室と同様､保健医療

研修を受講した医学部生らがトレーナ

－として地元の小学校を訪問し、「栄

養・保健衛生・応急処置」に関する学

習教室を､関連キットの配布と併せ実

施した。

＊避難所でのソシアル･アクティビティー

REACH-Aceh（Readin9､Leaming and

Creativity forHealthy Life in Aceh）:

（2005年６月～2006年５月　避難所30

ヵ所　直接稗益者数　9､700名）

　津波から数ケ月、一年が経過して

も、まだ続く集団避難所での生活。そ

こで暮らす子供達の心のケアのため、

2005年6月から開始した巡回型教育活

動がREACH-Acehプログラム｡移動図

書館として避難所を訪問し、そこに集

まる児童らに栄養･保健衛生教育を実

施してきた。また、心のケアとしての

創作活動（絵画、作文、詩やドラマの

創作、ゲーム）も行い、プログラム終

ｆ後には､子供達の作品や演技を広く

紹介するための展示会やフェスティバ

ルを開催した。

紛争解決後の支援として

　2005年８月15日、30年間に及ぶア

チエの紛争（インドネシア政府とアチ

エ独立派グループGAM間の対立）を

終焉させる､歴史的なヘルシンキ和平

合意が締結された。この和平合意を受

け、これまで国際機関が入ることので

きなかった地域へのアクセスが可能と

なり始め、この状況を逸早く受けた

ＡＭＤＡは､津波の被災地でもあり、且

つ国内避難民や犠牲者をこれまで多く

出してきた南アチエ県での事業開始を



決定した。

【2006年1月～６月：

の支援フェーズ】

AMDA Peace Community Center でのＲＥＡＣＨに参加する児童たち（南アチエ県）

　　　　　　　　　｢和平合意により、紛争被害を受け

　　　　　　　　た南アチェ県でも、ようやく医療支援

紛争解決直後　　活動が行なえるようになった。この

　　　　　　　　AMDAのプレゼンスにより､地域住民

　　　　　　　　の和平に対する自信と信頼を更に高め

　　　　　　　　たい｡｣このメッセージと共に､アチェ＊医療和平事業

　紛争当事者の双方に中立人道の立場

から、医療協力をもって紛争の緩衝を

図り、和平プロセスに寄与する試み。

ＡＭＤＡとしては４番目の医療和平事

業となる南アチエ県では、国軍と

GAMの双方から事業実施の合意を得、

細やかな連携と報告に徹することで、

和平後にも摩擦が残る双方との間にそ

れぞれ強い信頼関係を構築してきた。

○REACH forPEACE “Peace Brings

Many Friends for You!" :

(2006年１月～2006年６月　南アチェ

県内　５村　直接稗益者数　3､600名)

　津波の被災地で実施してきた

REACHプログラムをベースに、紛争

地域で育ってきた子供達のための心の

ケアを実施する。｢移動図書館･保健衛

生及び栄養教育｣を軸にしながらも、

｢平和な心を学ぶための活動｣として、

イスラム教の歌やアチェの伝統民謡を

使ってのダンス・セラピー、平和・友

情･信頼を学ぶ機会としての創作活動

も行なってきた。

○巡回診療

“Medical Service Builds Healthy

Community，Healthy Community

Builds Peaceful Community" :

(2006年１川～2006年６月　南アチェ

県内　５村　直接稗益者数　4,260名)

時､支援する側にも新たな責任が課せ

られる。それが、［復興］から「開発」

へと支援の目標を転換する最も重要な

時と考えた。

出身の医師と地元の看護師をチームに

加え巡回診療を実施。

AMDA Peace Community Center :

（2006年１月～2006年６月　南アチェ

県内　５村）

　紛争の被害により破壊され、また軍

の駐屯地と化してしまった保健所や放

火された学校。こういった苦い経験を

経たコミュニティーに､村の公共の場

として、祈りや集会、コーラン読みの

学習等といった多様な目的のために利

用できる、“AMDA Peace Community

Center”を５村で建設｡ＡＭＤＡの事業

終了後も、地域住民にとって役立つ公

共の場として利用されている。

津波震災後・紛争解決後の

復興支援から開発へ向けて

　津波被災地にとっては震災から二年

が経過､紛争の被害を受けてきた地域

では和平合意から一年半が経過した。

これまでは「被災直後廿和平協定締結

直後」という位置づけの下､その都度、

現地の声を聞き、その時に最も必要な

ニーズを吟味し、支援を提供してき

た。しかし、津波被災者や紛争被害者

の「支援を受ける受動的な姿勢」に、

［復興を担う主体者としての自発的ま

た自動的な姿勢］が不可欠となった

【2006年８月～現在：復興支援フェー

ズII】

　津波被災地のパンダ･アチェにおい

ても、そして紛争被害地の南アチェ県

においても、より長期的･持続的な視

野を持ち、コミュニティーが主体とな

って地域の再建に取り組む必要性､そ

れを認識した2006年８月以降を、

ＡＭＤＡは復興支援フェーズII期と設

定した。

○津波被災児童のための心のケア支援

プロジェクト(パンダ・アチエ)

“Trauma Care Project for Tsunami-

affected Children"

　復興フェーズII期第一期目として、

パンダ・アチェ市に隣接する大アチェ

県内の避難所三ケ所で事業実施

(Niefun、Bakoy、Paya Kameng)。

○REACH :（2006年8月～2006年11

月　避難所３ヵ所　直接稗益者数

1､540名）

　2005年5月から、津波被災者の児童

を対象に実施し続けてきた､社会教育

活動を土台にするREACHプログラ

ム。復興支援フェーズII以降、『サイ

コソシアル・サポート』の側面を重視

する新たなプログラムヘと発展させ

た。その大きな特徴としては、より長

期的な視野に立ち事業に持続陛を持た

せるため､児童達と一緒に暮らす避難
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所／村落の青年層をプログラムの運営

者として育成し､AMDAの事業終了後

も彼ら、彼女らの積極的な役割によ

り、REACHの活動がコミュニティー

の手によって継続されることを目指し

ている。

○心と体のケアを通じたコミュニティ

ー復興支援プロジェクト（南アチエ県）

“Community Rehabilitation Project

through Mental and Physical Health

Care”

　復興フェーズII期第一期目として､南

アチェ県内のTitiPoben村で事業実施。

○REACH:(2006年８月～2006年11

月　南アチエ県内　1村　直接稗益者

数　581名)

　南アチエ県においても先のREACH

を実施し､児童の健全な育成に必要な

環境整備において、コミュニティーの

イニシアティブと自助努力を引き出す

ことを重視してきた。このようなコミ

ュニティーとの共同作業を通じた児童

(の心のケア)への取り組みが､同地域

の平和構築と安定に寄与できることを

新たな目標としている。
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終了後も、『コミュニティーが一定の

医薬品を自己調達・管理する』、また

『緊急時における交通費の立替』が可

能となることを目指し貯蓄されている。

○健康教育活動(2006年8月～2006年

11月　南アチエ県内　1村　稗益者と

して村全体を対象)

　巡回診療と共に健康教育活動を実施

するため、コミュニティーのメンバー

からメディカル･ボランティアを選定

し､AMDAの医師と看護師から基本的

な保健教育を受けた後､一般のコミュ

ニティー・メンバーヘ健康に関する有

用な情報が提供されることを目指して

いる。これにより、日常の行動と健康

状態の関係性に関する知識が向上し、

AMDAのプログラムが終ｒした後も、

地域住民が自助努力で健康的な生活を

維持することが可能となると考える。

また、このメディカル・ボランティア

が、村落メディカル・ファンドを村長

と共に管理し､村民への医薬品の販売

と調達や､緊急時の交通費ローンの提

供を行い､村内における‘村の薬局'と

‘緊急時のための交通費ローン'を運

営・維持していく。

○巡回診療:（2006年8月～2006年11　【結びに】

月　南アチエ県内　1村　直接柳益者

数　230名）　　　　　　　　　　　　　　初対面のアチエの人々との会話は。

　AMDAの事業実施村は県･郡中心部　　常にここから始まる。

から離れた地域にあり、村民が一般語　「アチエにはもうどれくらい住んでい

療を受け難い､また郡病院の医師が定　　るのですか？」

期的に巡回できないという問題を抱え　「二年になりますね。津波の10日後に

ている。そのため、南アチエ県保健省　　来ましたから｡」

と協力し､郡病院医師の参加も受け巡　「そう、もう随分と長く滞在している

回診療を行ってきた｡一回の診療で一　　んですね｡」

律の診療代を徴収し、‘村落メディカ　　　アチエの人々も、『津波から二年』と

ル・ファンド’として、ＡＭＤＡの事業　　いう時間を長く感じるのだろうか。
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　二年前に瓦㈱と残骸の山と化し廃墟

となった地域は今､元通りの活気溢れ

る大マーケットとなった｡津波前には

村が存在したことなど決して信じられ

ない程､ただ延々と続く何もない沿岸

地域には､養殖や植林という新たな方

法で上地が利用され始めた。

　二年が経過し大きな復興が目に見え

ることを嬉しく思う一方､二年前に建

設された仮設集団住居が老朽化し衛生

状態は悪化を辿り、そしてそこには同

じ避難民の方々が今も変わらず生活を

続けていることに、やはり「二年が経

過しても・‥」という思いは拭えな

い。ただ、アチェの人々が望む復興を

完全に実現するには､やはり二年はま

だまだ短すぎる期間であることも事実

なのである。

　日に日にかわる人々と地域のニーズ

に、「早急性」と「慎重性且即効性」と

「持続性」の全てが要求されるアチェ

での人道支援活動は､国際社会全体に

とっても今後も変わらず大きな挑戦で

あり続けることは間違いないであろう。

　人道、政治、協力、競争、このよう

な要素が複雑に絡み合うここアチェに

おいても､AMDAがこれまで支援活動

を継続できたのは､紛れもなく日本の

支援者の方々からのご理解､復興の主

体者でもあるアチェ出身のスタッフ、

そして彼らとのチームワークを組むイ

ンドネシア人と日本人スタッフ全員

が､懸命に日々の業務に従事されてき

たおかげである。この二年間で築くこ

とのできた経験･教訓･信頼をもって、

いよいよ次の三年目の挑戦が始まっ

た。これまでと変わらないご支援を願

うと共に､今まで以上にアチェの復興

と平和に寄与できる事業が実施できる

ことを強く願う。



タパクトゥアン村にて

AMDAインドネシア　松浦　住月

　私は、ここタパクトゥアン村へ2006

年存に赴任し､AMDAの事業を行う中

で、さまざま難しさを感じながらも、

スタッフの支えを得ながら、これまで

活動を続けてきた。

　タパクトゥアン村は､GAM(Gerak皿

Aceh Merdeka=Free Aceh Movement)の

メンバーが多く住んでいた村ではな

く、津波被害を受けた村でもない。国

際機関やＮＧＯはこの２つのカテゴリ

ーに属する村から優先的に援助活動を

行っている。タパクトゥアン村は、援

助の狭間で忘れられてしまった村と言

えるかもしれない。

　タパクトゥアンの村人は、紛争中、

国内避難民として、避難生活を1年以

上強いられ､学校は焼かれ､村にある

保健所は紛争で半壊し､今もなお復旧

のめどはたっていない｡南アチェ県の

南の端に位置し､舗装された幹線道路

からはずれ､舗装されていない道を30

分以上走った道の行き止まりに位置す

る。この村にはきれいな水がなく、村

人たちは雨水をたよりに生活をしてい

る。そのため、清潔な水がないことか

らくる皮膚病が多く見られる｡村の経

済は農業でなりたっており、紛争中し

ばらく村から離れていたため､ようや

く新たに農耕活動やパームオイルプラ

ンテーションでの仕事を再開したばか

りだ｡遠隔地という不利な場所に位置

するため主要な収入源である農業は思

わしい収入をあげていない｡南アチェ

県のほとんどの村で再開されているは

ずの定期的な医療サービスもこの村に

は届いていない｡小学校はかろうじて

再開しているが、子惧たち

は雨漏りのする校舎で勉強

しており、なおかつ先生は

たった一人の状態で満足な

教育は望めない。

　村人たちの話を聞くと、

この村は紛争の以前から貧

しく、その状況は、インドネシア政府

とＧＡＭがヘルシンキ和平

合意を交わした後も変わっ

ていない。またインドネシ

ア全国で行われている国か

らの乳幼児と妊婦向けの保

健プログラムも、この村で

行われたことはなく、

AMDAがこの村で行ったも

のが初めてである｡保健･医

療サービスや安全な水の供

給という公共サービスもな

かなか届いていないのが現

状である。

　しかし、このような中でも村人たち

は､共に畑で仕事をし、共に市場に買

い物に行き、共にお祈りをし、共同で

の清掃活動など､お互い協力しあいな

がら生活をおくっている｡子供たちは

いたってのびのびと育てられ､表情も

表現もとても素直だ。この村での３ヶ

月のプログラムを終ｒするときには、

彼氏に突然別れを告げられたような、

とても悲しい別れだった。

　平和とは和平合意が締結されたから

といって､天から降ってきたように訪

れるものではないのであろう。歴史的

背景も含めた微妙な社会のバランスの

うえで､はじめて成り立つものである

と感じる。平和は、人々の手によって

つくりあげられていくものではないか

と南アチエでの現状が教えてくれてい

ると思う。

アチエ事務所スタッフ紹介

　　　　　小さな英雄スディルマン

AMDAインドネシア　梶田　未央

　2006年５月10日にアチエにやって

来て？8ヶ月。もうすぐ2006年も終わ

ろうとしているが､人目のほとんどを

イスラム教徒が占めるアチエでは12

月だからといって年末の慌しさはな

い｡彼らの一年の節目は一ケ月続くラ

マダン（断食月）とその後のレバラン

（断食明け祭り）にあるからだ｡彼らに

とってはレバランが一年の始まりなの

だそうだ｡イスラム暦は陰暦であるた

め、イスラム暦にのっとって進むこれ

らの行事は毎年微妙に日付がずれてい

くが､今年のラマダンは9月24日に始

まり、レバランは10月24、25日に行

われた｡すでに10月に新年を迎えてい

る彼らには､12月が年末だという感覚

はない。

　さらに､雨季と乾季の二季しかなく

一年を通じて気温30で前後のインド

ネシアでは季節の移り変わりも感じ難

い｡季節が巡っているのを感じさせる

のは､市場に並ぶ果物の種類が変わる

ことぐらいだ｡今は果物の王様ドリア

ンが旬だ。夕方になると、荷台一杯に

ドリアンが積み上げられたトラックが

道端にズラッと並び､そこここで売ら

れている。臭いで有名なこのドリア

ン、その臭気から高級ホテルでは軒並

み持ち込み禁止だそうだ。ホテルに持

ち込むことを断られるほどのにおいを

放つものが道路の両側にズラッと並ん

でいるのを想像してみて欲しい｡その

一帯は強烈なにおいが充満している。

しかし、よく臭い臭いといわれるドリ

　　　　　　　AMDAJourn�2007.17
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スディルマン氏（バンダアチエ事務所前で）

アンだが、ドリアンが好きな人からす

ればあれはとても芳醇な食欲をそそる

良い香りだそうだ｡納豆好きな人が納

豆を臭いと思わないのと同じことだろ

う。私はアチェで初めて出会ったドリ

アンのことをまだ良い香りだとは思え

ないが､何度か食べているうちに少し

ずつ美味しいと思えるようになってき

た｡果物だと思って食べると理解を超

えた味だが、カスタードクリームのよ

うな洋菓子だと思って食べると何とな

く納得できて美味しく感じるから不思

議だ。

　そんな一年の終わりを感じさせるド

リアンの匂いに包まれながら、インド

ネシアでの８ヶ月を思い返してみる

と、自然災害の多さに驚かされる。今

年5月の終わりにはジャワ島中部地震

が起こり、６月のスラウェシ島洪水､７

月のジャワ津波と立て続けに災害に見

舞われているインドネシア｡AMDAは

この3つの災害すべてに緊急救援チー

ムを派遣した｡私もアチェ事業に関わ

る傍ら、ジャワ島中部地震医療支援活

動とジャワ津波緊急医療支援活動に参

加し､貴重な経験を積ませていただい

た。しかし、緊急救援やアチェ事業全

体についてはこのジャーナルでも頻繁

に取り七げられているので､今回は普

段あまり取り上げられることがないで

あろう、事業を支えてくれている現地

スタッフの一人を紹介したい。

　アチェ事業では現在､バンダアチェ

と南アチェの2箇所にそれぞれ事務所

を構えている｡私の常駐しているバン

ダアチェ事務所では現地事業統括と私

8　AMZMj∂umα12θQ7.j

の日本人スタッフ

２名と８名の現地

アチエ人スタッフ

が働いている。現

地スタッフは皆、

自分達の生まれ育

ったアチエでアチ

エの人々のために

活動している

ＡＭＤＡに愛着と

誇りを持ってくれ

ているようだ。し

かし、その中で誰

よりもＡＭＤＡの

ことが好きなの

は、いつも笑顔を

絶やさない運転手

のスディルマンだろう。

　余談だが､このスディルマンという

名前はオランダとの独立戦争時代の英

雄スディルマン将軍に由来する。イン

ドネシア独立軍を率いたスディルマン

将軍だが戦争のさなかに結核にかか

り、1949年のインドネシア独立直後に

34歳という若さで病死したという｡病

に倒れてもなお兵士の担ぐ担架に横た

わりながら独立軍を指揮し、ジャング

ルヘ分け入ったというエピソードも残

っていて、インドネシアでは最も人気

のある英雄の一人だ｡首都ジャカルタ

にはスディルマン将軍の像が立ち、ス

ディルマン通りと名付けられた道路も

インドネシア中にある。

　しかし､私達のスディルマンはその

雄々しい名前とは裏腹に真面目ではに

かみ屋さんのちっちやいおじさんだ。

一般的にアチエ人は小柄だが､彼はそ

の中でもかなり小さいほうだろう。あ

の□ひげがなければ小学生の集団に混

じっても見つけ出せないのではないか

と心配になる。事務所にお客さん、特

に外国人のお客さんが来ると興味津々

で仲良くなりたくて仕方がなさそうな

のに､いざ挨拶をするとなるともじも

じしてしまってなかなか話しかけられ

なかったりするのを見ると､本当にほ

のぼのさせられる。そんな彼は少しお

っちょこちょいなところもあり､卵を

買ってきて欲しいとお使いを頼むと３

回に1回は卵ではなくナスを買ってく

る。これは彼が悪いわけではなく私が

インドネシア語をもっと勉強する必要

があるのだが｡インドネシ話で卵はト

ゥルール（telur）、ナスはテロン

(terong)と旨う。この卵の発汗が難し

くどうも私の発音だとナスと聞こえる

ことがあるようだ。

　そんなＡＭＤＡの小さな英雄スディ

ルマンは最近新しいバイクを買った。

ヘルメットも真新しい。その真新しい

ヘルメットにはカラーテープを切り抜

いた自作のＡＭＤＡステッカー｡最初に

見たときは自分の目を疑った｡真っ黒

なヘルメットに黄色いテープで大きな

ＡＭＤＡの文字。とても目立つ。自分の

通効用のバイクなのに。そのヘルメッ

トはＡＭＤＡの物じゃないのに｡どうし

てＡＭＤＡのロゴをヘルメットに貼っ

たのかと尋ねると波は一言こういっ

た。[ＡＭＤＡが好きだからだよ｡]なる

ほど。

　しかし､スディルマンのＡＭＤＡへの

愛情表現はヘルメットだけにとどまら

なかった。彼には２人の娘がいる。長

女は8歳、津波の直後2005年2月生ま

れの次女はもうすぐ2歳になる。スデ

ィルマンは次女が生まれた日も仕事を

休まなかった。ただ２時間だけ遅れて

やってきた彼は｢無事に元気な女の子

が生まれた｡｣といつもの笑顔で報告

してくれたという。そしてこの赤ちゃ

んの名前だ｡驚くべきことに波は自分

の娘に｢アムダ｣と名付けた。緊急救

援当初からAMDAの活動に参加し､現

地スタッフの中で最も占株である波は

心の底からＡＭＤＡを愛しているよう

だ。ちなみに、バンダアチエ事務所で

はもう一人津波の直後に娘が誕生した

スタッフがいる。日本で３年間鉄鋼業

を学んだこともあり、日本語が話せる

波は娘に日本語の名前をつけたいと思

い、事業統括の金山に相談した。他の

日本人も集まり皆で相談して､津波に

よってすべてを失い何もない冬のよう

な状態のアチエが少しずつ春に近づい

ていくようにという希望を込めて彼女

は(小春日にはるび)｣と名付けられ

た。　アムダちゃんも小春日ちゃんも

すくすくと健康に育っている。

　こうしたスタッフ達と共に日々プロ

ジェクトを進めている｡彼らが縁の下

の力持ちとして一生懸命仕事をしてく

れるからこそ私達の活動は成り立って

いるのだ。そして、どんな人が私達と

一緒に慟いているのか知ってもらうこ

とで､皆さんに少しでもプロジェクト

を身近に感じていただければ嬉しい。
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インドネシア・ジャワ島中部地震復興支援プロジェクト

　　　　　　　　北に噴煙、下に余震、南に雨雲

　　　　　　　　　AMDA本部職員　小西　司

一復興の槌音－

　破れかけた白いバナーに､復興支援

の旨葉と、団体や会社の色穏せたロゴ

が描かれている｡ひび割れた診察室の

壁､崩れたトイレ、壁が倒れたまま瓦

蝶の散乱する床｡震災からすでに半年

を経た今では､バナーは木の葉のよう

に風に揺れている｡｢屋内使用危険･要

修復｣との張り紙がされた診療施設

と、その前に張られたテントで今も診

療は続けられている。この診療所の職

員の話では汀外未練が全壊して､ひび

割れたこの産科練も危険なのは判って

いるけれど、ここで診察するしかない

ですよ。外来診察はあのテントです。

あのバナー？５ヶ月前だったかに､5人

くらいの人が未て『施設を再建してあ

げます』､と言って､バナーを張ってい

ったけれど、それからは何も連絡して

こないですね｡｣すでに期待していな

い、という表情であった。安全な場所

にいる人たちにとって災害は､これほ

ど簡単に忘れられるものなのだろう

か。

　地域によって差はあるが､未だテン

トで暮らす人たちも散見される｡崩れ

た家屋や門柱､路傍の瓦蝶などに震災

の爪あとが生々しい。一方、すぐ横で

は家屋再建の槌音が響く。アクセス困

難な離島での災害や､広い範囲で地区

ごと消滅するような津波災害に比べ、

ジャワ中部地震では土地やインフラの

損壊が比較的少なかっ　･･

たこと、地域の中核で

■

あるジョグジャカルタフノ

｢li街の被災が大きくな上上y

かったことが、復興の

テンポを速めている口f

能性もある。震源地バ

ントゥールの市場にも

活気が戻っていた。

　ＡＭＤＡが5月から6月

にかけて緊急救援で巡

回診療を実施した、プ

ランバナン地区の保健

センターでは、一部修
地震被災者への緊急救援活動（2006.5～6）

復工事が始まっていた。村人の話で

は､スラバヤ市の篤志家からの寄付で

修復が始まったという。実際、バント

ゥール県内のいくつかの復興計画をみ

ると、国際団体やNGOに加えてイン

ドネシアの有名企業も復興に名乗りを

あげている。もっとも、そうした復興

計画中の保健施設をたずねても､前述

した所のように､必ずしも再建や修復

が実施されているとは眼らない｡県保

健局によると「目頭で約束」されたも

ののまだ実行されていないところもあ

るとのこと、計画はまだ半分も達成さ

れていないようだった。

　レiントゥール県全体で50箇所近い

保健施設が被害をうけました｡全壊は

12箇所、8割程度の損壊で使用が危険

と言われているのがまだ20個所以上

ある｡診療できなくなった地区の患者

は診療を続けている他の地区の施設へ

　　　　　　　通っていて、復興を急

ぎたいが、追いつかな

い。大学の専門家に全

施設の調査をお願いし、

使用危険な建物は修復

するまで使用中止した

方がいいのだけれど、

当分は使い続けるしか

ない。未だテントでの

外来診療も続けている

が、雨季に入り、難し

い]県保健司広報･復興

計画担当アグス氏は顔

を曇らせる。保健局の

建物も一部損壊したまま､現在も作業

の一部はテントでされている｡復興の

青写真は掲げられているが､政府によ

る再建の時期については､ため息混じ

りになる。９月からようやく、使用不

能な保健施設建物の解体作業が本格化

したという。

バントゥール県知事(右)と事業計画を調印(左　筆者)

―復興に求められるものー

　緊急救援時には､いち早く被災者に

手を差し仲べるとともに､見つめるま

なざしと勇気付けるメッセージが必要

だろう。復興の時期になると、多様な

活動が求められ､必要な取り組みは異

なってくる。同じ復興事業でも、仮設

による中間的な再建支援の場合は､再

建の主体である住民の取り組みを支援

することになるであろうし､時間もか

かる。一方で公的医療機関への支援、

特に復興建築への協力では改良モデル

を援示し、災害対策を作りこむ（同じ

災害で倒壊しない＝減災）取り組みが

求められる。ＡＭＤＡは､社団法人日本

医師会様のご協力を得､ジャワ島中部

地震に対する復興事業をすすめてい

る。この事業では、復興の改良モデル

を援示し､再発防止を技術的に支援す

ることを主眼に置いてバントゥール県

バングンタパン地域第三保健センター

（Banguntapan Puskesmas III）の建設

を行っている。ここでは仮設ではな

く、現地では一般的な鉄筋コンクリー

ト・レンガ壁構造をベースにしつつ、

Å肘Ｚ)ｔ／ａ,｡ｄ２θθＺｊ ９
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地震に強い現地型改良モデルの設立を

進めている。

一地震に強い技術的な取り組みー

　９月まで随時、倒壊・乍壊した建物

を調査したところ､地域によって差異

はあるものの､構造的に脆弱な建築物

の損壊が目立った｡それらに共通する

のは､同じ建築素材を使用した場合で

も､静荷重に対しては強度を有するも

のの､地震や衝突など揺動する加速度

への対策では著しい差が見られたこと

である。

　耐震強度は､(①構造的耐震設計)×

(②材料とコスト)×(③手間と管理)

で決まると考えられる｡経済的に豊か

ではない社会では､構造的な耐震設計

①を得る建築や､高い材料とコスト②

を使用するには限界があり、日本のよ

うな鉄筋コンクリート一体の耐震構造

を持ち込んでも､地域の人たちには予

が届かない｡単体の復興事業としては

成立するだろうが､モデルとして地域

に紹介するには難がある。ローカル・

イニシアティブを掲げるＡＭＤＡとし

ては､損壊を免れた建築物や被災者の

経験を参考にしつつ､材料コストに大

きな差をつけず､同じレベルの素材を

使用しながらも、より強度を引き出す

ようにしていくことを追求していくこ

とを目指している｡現地により通じた

AMDAインドネシア支部･AMSAイン

ドネシア（マカッサル）などの協力を

活かし、地域住民･建築業者などとの

協議において､ＡＭＤＡは免震対策とし

て②だけでなく、より手間③をかける

よう、常に取り組んでいる。

　このため､11月に開いた住民集会で

の紹介や地元の建築業者との協議で

は､常に細部への配慮と計量が話題と

なる｡実際に倒壊家屋で散見されたい

くつもの脆弱な事例を紹介し､配筋が

1cm違うだけで強度が大きく変わるこ

とを図に描いて説明した｡例として次

の例は､今回の震災での損壊家屋には

よく見られた施工事例であった。

ＡＭＤＡの建築施工では記載のように

対策を取ることを明確にしている。

1.柱筋が基礎・梁に十分貫通してい

　ない。

　鉄筋コンクリート造でも､配筋を貫

通させなければ自立しない。一般家屋

などでも数多く見られた事例で、図

（１－①）のように砕石土台の上に鉄

筋コンクリート（RC）基優柔を配置

し、同じくRCの柱を基礎梁に接続し

たもの。鉄筋は20cmほど曲げて基礎

梁に入っているのみで､丸鋼であるに

もかかわらずフック加工もされていな

い。これでは横からの力が掛かった場

　　-===･〃］トレ

ー

一

壊家屋で見6れた施工例（

鉄筋

２-①

眉丁二番一

心=　　　　　　　=.J’
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ＡＭＤＡの施工例（２-②）



合、柱は根元から簡単に倒れてしま

う。AMDAでは別図（１－②）の通り、

砕石上白に加えて主な柱ごとにRC独立

基礎を埋設、柱の鉄筋を基礎まで貫通

させ､基礎梁との接合に配慮している。

2.柱筋へのレンガ壁材の接触・貫入

　ジャワでは、RC柱のコンクリート

打設時、レンガ壁の積みトげを先行

し、それを型枠の一面として枠を組

み、打設する事が多い。その際、別図

（２－①）の通り壁材であるレンガが

柱の鉄筋に接触するよう、あるいは壁

材が柱に貫人するように積まれている

例が多数見られた。これでは柱のコン

クリートが設計より大幅に痩せてしま

い､曲げ応力および捻り応力に対する

強度が著しく低いものになってしま

う｡AMDAでは型枠設置前に鉄筋周囲

のコンクリート打設部位を確保し、

RC柱としての本来の強度を確保した。

3.柱筋の台直し

　多数ではないが､損壊家屋に見られ

た例として､RC柱の配筋に際し､設計

に比べてその位置にズレがあった場

合､柱の根元で鉄筋を45度以上曲げて

修正し､柱の根元位置を移動して構築

する、という施工が見られた。これで

は鉄筋の強度はほとんどなくなってし

まう。AMDAでは､配筋時にﾄ分な注

意を払い、こうしたズレが発生しない

よう管理している。

4.配筋の際の品質管理

Ｏ）鉄筋の普通アーク溶接での継手、

（２）帯金の間隙が３００ｍｍ以上あ

建
築
現
場

る例､（３）鉄筋のフック加工の不備な

ど､わずか数センチメートルの手間と

材料を惜しんだために強度を落として

いる建物は数知れない。これらは完成

後に確認･修正できるものではないた

め､配筋時に一本ずつをチェックして

いくことで品質維持していく必要があ

る。

5.コンクリート打設時の手間

　暑い国であることと､バイブレータ

などの機材が普及していない､未だ人

力が多数を支える建築現場であるた

め、コンクリートに水を飲ませる（規

定以上の水を混ぜて粘度を落とすと打

設しやすくするが、強度が落ちる）こ

とは各地の工事現場でも散見される。

また、コンクリートの２次接合面のチ

ッピング処理がなされていない（＝接

合面で折れやすくなる）例が見られ

た｡同じ材料でより安心できる強度を

得るために、手間労力を惜しまない、

十分な品質管理監督が必要になってい

る。

　建築現場では建築労

儒者から技術者、さら

に地域の住民から所轄

官庁まで、綿密な打ち

合わせと信頼関係の維

持が必要であるが、そ

こで要となっているの

は、救援時にも活躍し

たAMSAインドネシア

から参加している医学

生メンバーである。今

回は２名が参加してく

れているが、その１人、

エルリド･サンペパジュ

ン氏は「建築は初めて

で､勉強しながらの毎日です｡でも､保

健センターをつくる初めから関わるこ

とができて、とても興味深いです｡」

と、人の輪の中で毎日奔走している。

地域医療を担う保健センターは､災害

時には緊急医療の拠点として対応する

ことが求められる。「災害のスーパー

マーケット」とインドネシア人が自嘲

するほどに多発するこの地では､地震

で周囲の家屋多数が倒壊しても､保健

センターは倒壊せず､緊急医療に対応

できる、という構造が期待される。ま

してや地震に加えて背後にメラピ活火

山を控えるジョグジャカルタ特別州で

はなおさらである。

―住民集会でー

　11月４日にバングンタパン地区役所

の公民館で開催された住民集会で､事

業計画の説明書を配布しＡＭＤＡの建

設計画を説明した｡参加した住民から

は[ARIGATO]と何度も握手を求めら

れ、たいへんな歓迎と期待を受け、現

在も建築は進んでいる。

2006年11月４日の住民集会

λyW/JﾒL/aljrzla/2θ∂7j 11
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ベトナム円借款｢貧困地域小規模インフラ整備事業｣における

JBICrNGO連携基金｣を活用したプロジェクトを開始

　ＡＭＤＡは､標記円借款事業の枠組み

の中で実施される｢ＮＧＯ連携基金｣か

らの資金を取得し､ベトナム社会主義

共和国バッカン省パクナム郡の郡立病

院への支援を開始しました。

　2006年11月１日から１年間に渡り、

パクナム郡立病院の手術室の機能強化

(麻酔器､酸素吸入器など､医療機材の

供与)を行います。

　同郡立病院は､施設や医療機材が整

備されていないため､地域の拠点病院

として十分に機能できない状況が続い

ています。そのため、入院患者の約６

割は遠方に位置する、より高度な医療

を受けられる施設まで搬送せざるを得

ない状況です。しかし、搬送には平均

年収の半分近い費用がかかるともに、

悪路を車輛で約３時間移動する必要が

あるため､患者とその家族は､経済的･

身体的負担を強いられています。この

ような状況のもと、本基金を活用して

医療機材を供与することにより、同郡

立病院が地域拠点としての役割を果た

すことが可能となり、郡全体の保健医

パクナム郡病院

旧バクナム郡ヘルスセンター

12　Å肘ZM ynrn/ 2卯7.ノ

療サービス向上が期待されます。

　ＡＭＤＡは、2005年10月からパクナ

ム郡において､地域住民(特に母子)の

健康維持･促進を目的とした長期プロ

ジェクトを展開しています｡具体的に

は、郡、省立レベルの病院への医療機

材供与の他､保健医療スタッフヘの小

児疾病包括管理(IMCI)研修､女性ク

ラブによる地域保健活動､学校保健活

動推進を支援しています｡本基金によ

る資金を活用することにより、当該プ

ロジェクトをさらに拡大実施すること

が可能となります。

　一方、国際協力銀行(JBIC)が行っ

ている、道路・潅漑といった小規模な

インフラ整備を行う標記円借款事業に

とっても､ＡＭＤＡのプロジェクトと当

該円借款事業を連携させることによ

り、インフラ整備を活用した医療サー

ビスの向上(病院へのアクセス改善

等)が期待できます。

　さらに、2006年3月に供与されたベ

トナム円借款事業｢地方医療病院開発

事業｣では、中央総合病院の機材の充

実を支援しています｡当該円借款事業

とＡＭＤＡの活動との連携により､郡立

病院の設備等を整えることにより、病

気の程度に応じて患者を移送(郡立病

院～省立病院～中央総合病院)する体

制を､一貫して支援することが可能と

なります。

　このように､ＡＭＤＡと国際協力銀行

が連携することにより、それぞれの活

動を有機的に発展させることを目指し

ています。

－JBICrNGO連携基金」とは？－

　本基金は､ペトナムに対する円借款

「貧困地域小規模インフラ整備事業」

（2003年３月にベトナム政府と国際協

力銀行（JBIC）が借款契約を調印）の

一部を利用して設立されるもの。日本

や海外を拠点とするNGOの活動を支

援し、円借款事業との連携を促進する

目的で導入したスキーム｡特に都市部

と農村部の格差是正､貧困削減を目的

とした事業を実施。本年度が初の試

み｡AMDAは、ベトナム国で契約締結

にいたった二つのNGOの一つ。

パクナム郡の風景

旧パクナム郡ヘルスセンター内入院患者施設
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　国際医療ボランティアＡＭＤＡ（本部・岡山市楢津）がスリランカで行ってい

た医療和平プロジェクトが今秋までに終了した。スリランカ生まれのオーストラ

リア人で現地の副統括ニティアン・ヴィーラバグさん（38）に活動の成果や内戦状

態に陥っている国の情勢などを振り返ってもらった。（斎藤章一朗）
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●胆|ミI一●●国際ボランティア貯金に係るＡＭＤＡ活動報告会を行います
今年度の活動より（ホンジュラス）

　ＡＭＤＡは､国際ボランティア貯金の制度開始以来､これまでジブチ｡

ケニア・ザンビア・アフガニスタン・ホンジュラスなどさまざまな田

の事業に寄附金の配分を受けて活動を行ってきました。その全体像を

振り返るとともに、今年度配分を受けて実施しているホンジュラスの

活動報告（ホンジュラス事業統括　渡辺　咲子）を行います。
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日時:2007年１月12日（金）14時～16時

場所：岡山市デジタルミュージアム４階　講義室
一一

保健省メトロポリタン保健事務所、エイズ予防

委員会主催のエイズ予防､HIV検査キャンペーン
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ワン・ワールド・フェスティバルに 出展

皆さまのご参加お待ちしています。お手伝いいただくボランティアも大募集！

　　　　　2007年２月３日（土）４日（日）大阪国際交流センター

　感じる・ふれあう・助け合う　世界につながる国際

協力のお祭り「ONE WORLD FESTIVAL （ワン・ワー

ルド・フェスティバル）」。

　市民に広く国際協力の大切さを認識してもらい、活

動に参加してもらう機会を提供しようと、関西を中心

に国際協力に携わっているNGO/NPO、国際機関、自

治体、企業などが協力して、1993年から毎年開催して

いる国際協力の催しです。

　テーマは「共に生きる世界をつくるために　一人ひ

とりができること」。屋外テントでは各国料理の屋台が

数多く並び、ワークショップやセミナー、体験コーナ

ーなど盛りだくさんのイベントが開催されます。

AMDA活動紹介ブース　ボランティアの皆さんと
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　ＡＭＤＡは、「活動紹介展」に両日ともブースを出展す

るとともに、３日（土）15 : 00 ～17 : 00 に活前報告発

を行ないます。派遣された医師や看護師の方々に応援

いただき､支援活動をご紹介するとともに､現地事情や

派遣に関しての質問、不安にお答えする予定です。

　皆さまのご参加お待ちしています。お手伝いいただ

くボランティアも大募集していますので、ぜひ下記ま

でお問合せください。

ＡＭＤＡ広報室

　電話:086-284-7730　e-mail : member＠amda.or.jp

「ワン・ワールド・フェスティバル」については

　http://www.interpeople.or.jp/owf.html

昨
年
の
様
子

ミャンマー事業活動報告会

　｢ＡＭＤＡボランティア定期預金｣

　　　　　　取扱申！

~詳しくは､お近くのちゅうぎんの窓□でおたすねください~

あなたに､あたたかく。

くF･中国銀行
本店〒700-8628岡山市丸の内1-15-20

電話（086）223-3111

http://www.chugin.co.jp
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＊全日信販のＡＭＤＡカード

　　　(クレジットカード)

ご利用額の一部がAMDAに寄付されます。

AMDAカードについてのお問い合せは、
全日信販株式会社岡山支店

086-227-7161です。

http://www.aj-card.co.jp/



　　　　　　　２００７年春季ベトナムスタディツアー

　　　　　　　2007年３月21日（祝・水）～28日（水）８日間

　　　　　　　　　　　　　　　　関西空港発着のみ

　2007年春季はベトナムでスタディツアーを実施します。一次・二次・三次の各医療施設を見学して

ベトナムの保健医療システムについて学び、山岳少数民族の村を訪れて村レペルの保健医療の状況や

暮らしの様子をご覧いただきます。

　詳しくは同封のチラシを

ご覧ください。

　先着順に受け付け、期間

内でも15名に達し次第締め

切ります。

インフラが未整備なコミューン内の移動手段は徒歩

ヘルスワーカーによる保健教育の事後反省会に参加

お申し込み/お問い合わせ先

特定非営利活動法人AMDA

　　　　　富岡

TEL 086-284-7730

E-mail member＠amda.or.jp

旅行企画・実施

　株式会社　道祖神

jご乙||｡1生。
〒108-0014

東京劃港区芝5-13-18 MTC

TEL:ﾛ3-3455-611 1 FAX :

ビル９階

TEL:□3-945S一白111FIX : 03-3455-2442

〒530-0001大阪市北区梅田2-5-25

ハービスPLAZA3階

TEL : 06-6343-7725 FAX : 06-6343-6S28

ホームページ:http://www.dososhin.com

メールアドレス:inia＠dososhin.com

写真は

こ｡｡,

1

.

1

,,……

…

，

:呂ごljぬ

聯

　~ﾑJ､/゜､こ　　｀｡U゛･ ’5,JH、　⊇爪紅三白⑤亜
旨
l

iﾆl

jl

l

l

゛i　l訟jji

ダバック郡、ボートでタンザンコミューンヘ移動

2005年秋季のツアーより　　ダルンク郡にて郡立病院（二次医療施設）を見学

　　　㎜　　　２　　　．゛　　　　　　▲　　　●‘回μSFΞ’エ・,，　　　　　　ダ　　　　ー　F7･

センター東京二干160-0021　新宿区新宿歌舞伎町郵便局留　TEL03-5285-8086　FAX03-5285-8087

センター関所：干552-0021　大阪市港区大阪築港郵便局留　TEL06-4395-0555　FAX06-4395-0554

　　　　　　　　　　　　　新しいURL : http://homepage3.nifty.com/amdack/

　電話による相談（無料）：外国語の通じる医療機関の紹介、日本の福祉・医療制度案内など

●センター東京　　相談電話番号：０３－５２８５－８０８８

　　対応言語二　　英語・中国語・スペイン語・韓国語・タイ語：

　　時間　　　　　　　　　　　　　　　月曜日～金曜日　　　9:00～17 : 00

　　　　　　　　　　ポルトガル語：　　　月、水、金曜日　　　9:00～17 : 00

　　　　　　　　　　フィリピン語：　　水曜日　　　　　　　13 : 00 ～17 : 00

●センター関西　　相談電話番号：０６－４３９５－０５５５

　　対応召請：　　英語・スペイン語：月曜日～金曜日　　　9:00～17 : 00

　　時間　　　　　ポルトガル語・中国語：　曜日、時間帯はお問い合せください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又はホームページをご覧下さい。
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　　AMDA関係
刊行物のご案内

・お問い合せは、ＡＭＤＡ本部事務局まで。

　TEL 086-284-7730　FAX086-284-8959

・お申し込みは、郵送かFAXでお願いします。

・お支払いは、郵便振替でお願いします。送料別。

　□座ＡＭＤＡ出版　□座番号01220-6-12076

　　ＡＭＤＡ緊急救援

　　出動せよ！

　　一緊急救援10年の軌跡－

　国境を越えた緊急医療活動で

世界的に知られるまでになった

国連NGO ･ AMDA。 10年間に15

回以上の緊急救援活動に参加し

た三宅和久医師が、現場で直面

し、惑じた人道援助の実際。1冊

購入につき100円がAMDAに寄

付されます。 235頁

ISBN4-86069-027-3　C0095

　遥なる夢

　　一国際医療貢献と

　　　　地域おこし－

　AMDA設立までの経過と

活動記録。AMDAに関わっ

た人々について紹介すると

共にAMDAの展望と日本の

NGO活動への提言。

316頁

　はばたけ！

　ＮＧＯ・ＮＰＯ

一世界の笑顔にあいたくてー

　自然災害･難民救済･環境破

壊･高齢者福祉など様々なボラ

ンティア活動は国内だけでな

く国際的な広がりが求められ

ています｡広島県と共同開催の

第一回NGOカレッジの講義録

で､国際ボランティアを志す人

に必携の書。328頁

ISBN4-88517-263-2 C1030　P1800E

・三宅和久　著

・出版元　吉備人出版

・2003年２月14日発行

定価1,470円

・菅波　茂　著

・出版元　AMDA

・1993年９月20日発行

這な６夢才

順順貞献と地域おこし夢

菅波茂

　　轟幕政轟

ｙＪ゛゛和滋嶮路・Ｊご

定価 500円

・ひろしま国際センター鐘

・出版元　中国新聞社

・1998年３月25日発行

　　　中傷騰喬社

-n四匹-lini--iin---urr〃ur四〃〃-

定価1

,

890円
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　ＡＭＤＡの提言

　一人道援助の世界都市一

　岡山から世界に飛び出し､国

際的な医療NGOとして知られ

るＡＭＤＡ。その代表の著者が

問いかけ、提案する。「日本は

経済大国から､人道援助大国を

めざせ｡岡山に世界へ向けての

人道援助ネットワークの拠点

を築こう」と。

256頁

ISBN4､88197-607､9 C0036　P1600E

・菅波　茂著

・出版元　山陽新聞社

・1996年11月25日発行

　　･･皿弓･.･

定価1,680円

ルワンダからの証言
一難民救援医療活動レポートー

　援助大国とはいえ、国際的

なＮＧＯに比べると組織は小さ

く財政的にも弱い日本のNGO

が、劣悪な環境の中でルワン

ダ難民のために活動した記録。

200頁

ISBN 4-521,00541 C0030　P2000E

　　とびだせ！ＡＭＤＡ

　　一AMDA・アジア医師

　　　連絡協議会の活動－

　第１部　阪神大震災における

ＡＭＤＡ医療ボランティアの動

き。緊急救援活動における後方

支援体制。防災への提言。

　第２部　国際緊急救援での活

動記録｡バングラデシュ、ネパー

ル､カンボジアやルワンダ､ソマ

リアなどの紛争地区での難民救

援活動の記録。270頁

ISBN 4-905690 21-8 PI800E

　医療和平

一多国籍医師団アムダの人道支援－

　21世紀を生きる子ども達の命

を救いたい！AMDAは北部同盟

とタリバンの保健担当者を岡山

に招聘。 AMDAのアフガニスタ

ン国内医療和平構想に両者は快

・AMDA著

・出版元　中山書店

･1995年４月３日発行

定価2,100円

・香油　茂著

・出版元厚生科学研究所

・1995年７月15日発行

4び出せ／ＡＭ[ＭＦ

定価1,890円

・菅波　茂　著

・出版元　集英社

・2002年５月２日発行
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医療和平
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諾し協力を約束してくれたが…

救え命があればどへも行

四

くＡＭＤＡの緊急救援活動と危機

管理。　225頁

ISBN4-08-78　1262-6　P1500E 定価1,575円
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